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Smart SIMを用いた農薬418成分一斉分析

418 pesticides simultaneous analysis by Smart SIM

Selected Ion Monitoring（SIM）法は高感度で測定ができるため、食品中の残留農薬分析などの微量成分の分析に
用いられます。しかし、従来のSIM条件設定では成分数が数百にもなると、設定が煩雑であり、また同時にモニタリング
するイオン数が多くなって感度が低下します。これらの問題を解決するために、Smart SIMが開発されました。ここでは、
Smart SIMの農薬418成分一斉分析への適用例を紹介します。

Fig. 2 Smart Database画面

Smart SIMとは

Table 1 分析条件

GC-MS: GCMS-QP2020

カラム: SH-Rtx®-5MS (長さ30 m, 0.25 mm I.D., df=0.25 µm) (島津ジーエルシー, P/N 221-75855-30)

ガラスインサート: Sky® Single Taper Inlet Liner w/ Wool (島津ジーエルシー, P/N 23336.5)

[GC]

気化室温度: 250℃
カラムオーブン温度: 50℃(1.0分)→(25℃/分)→125℃→(10℃/分)→300℃(15分)

注入モード: スプリットレス
高圧注入: 250kPa (1.5min)

注入量: 2 μL

キャリアガス制御: 線速度 (47.2 cm/秒)

[MS]

インターフェース温度: 250℃
イオン源温度: 200℃
イオン化法: EI

測定モード: SIM

ループタイム: 0.5 秒

Fig. 1 SIM測定タイムプログラム

（左：グループ測定法、右：Smart SIMを用いた測定法）

Smart SIMを用いることで、各化合物の保持時間に同
期した最適なタイムプログラムを作成できます。

従来のSIM法では、Fig. 1 に示しますように、特定のイオンに対

して、特定の時間帯のみデータを採取するためのタイムプログラム
を設定する必要があります。対象化合物が100成分を超えてくると、

このタイムプログラムは非常に複雑になり、従来のグループ測定
法（Fig. 1, 左）では設定することが難しく、また、多数のイオンを同
時に測定するために十分な感度が得られません。

各化合物の保持時間に同期した最適なタイムプログラム（Fig. 1, 

右）を自動作成するSmart SIMを用いてメソッドを作成し、感度と精
度の評価を行いました。

Smart SIMでメソッドを作成するには、まずSmart Database（Fig.

2）を準備します。既存のメソッドファイルがあれば、インポートする
だけで作成可能です。保持指標情報も登録されますので、Smart 

Database 上でAART機能を用いることで、標準試料を分析するこ
となく、保持時間を推測・補正することが出来ます。 今回もAART

機能で補正された保持時間を用いて、メソッドを作成しました。分
析条件をTable 1に示します。

(保持指標を用いた保持時間補正については、当社Webサイトを確認下さい。
http://www.an.shimadzu.co.jp/gcms/gcmssol/sol1.htm)
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試料は、農薬標準混合液に擬似マトリックスとしてポリエチレングリコール300を200 µg/mLになるよう加えたものを使
用しました。Fig. 3に100 ng/mLのSIMクロマトグラムを、Fig. 4に各農薬のSIMクロマトグラムおよび%RSDとS/N比を
示します。また、同試料に対して、従来のグループ測定法にて244成分一斉分析メソッドにて測定した結果をFig. 5に示
します。

分析結果

Fig. 3 100 ng/mL農薬標準混合液のSIMクロマトグラム

Fig. 6   2ng/mLにおける%RSD分布
（非検出のOxpoconazole-formyl分解物を除く）
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Fig. 4   2 ng/mLのSIMクロマトグラムと%RSDおよび平均S/N比（n=6）

Fig. 5 グループ測定法での2 ng/mLのSIMクロマトグラムと%RSDおよび平均S/N比（n=6）

Smart SIMによって、400成分以上の一斉分析が可能なメソッドが簡単

に作成できました。また、従来のグループ測定法で設定したメソッドと比較
して、高感度かつ高精度に分析できることが分かりました。さらに、Fig. 6

にも示すように、2 ng/mLの90%以上の成分において、%RSDが10%以
下となり、高精度に分析できることが示されました。

従来法で設定したメソッドでは、感度・精度面から、200成分を超えるとメ
ソッドを複数に分割して複数回測定していました。Smart SIMを用いること

で、一度の測定で結果が得られ、分析時間を大幅に短縮でき、一検体あ
たりの分析回数も削減されるので、メンテナンス頻度・コストも削減でき、ラ
ボの生産性を大幅に向上させます。


